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運動 イメ ー ジ の 統御可能性テス ト作成 の 試み
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Abstract

　　Controllability　of　motor 　imagery　is　one 　of　the　critical　faCtors　for　the　effectiveness 　of　mental
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study ，　a　new 　test　to　measure 　the　controllability 　of　motor 　imagery（CMI 　test）was 　developed　and 　its
validity 　and 　reliability　were 　examined ．

　　The　CMI　test　was 　constructed 　from　15　different　tasks　with 　the　fo110wing　five　imagery　controls

per　one 　task．　University　students 　were 　required 　to　image　a　basic　movement 　pose　and 　then　to　control

or　manipulate 　its　imagery 　successively 　according 　to　the　instruction．　After　the　five　successive 　control ，
the　subjects 　were 　asked 　to　choose 　the　last　movement 　pose　in　their　imagery　out 　of 　five　different　poses
（pictures）by　using 　the　recognition 　method ．

　　First　of 　all
，
　 split・half　and 　 test−retest 　 reliability 　estimates 　were 　 obtained 　 for　 the　CMI　 test．　 Cron−

bach’

s α coefficient （an　estimate 　of 　intemal　reliability ）was 　O．731　and 　test・retest 　reliability 　with 　the

two 　months 　interval　was 　 O．728．

　　Validity　of　the　CMI 　test　was 　examined 　from　the　fonowing　three　viewpOints ； ω comparison 　of　the

CMI 　test　score 　between 　gymnastic　and 　non −gymnastic　groups；（2）relationship　between　the　CMI 　test
and 　Gordon　 Test　of　Visual　 Imagery　 Control； and （3）e丘ect 　 of　the　 CMI 　 test　score 　on 　 a　leaming
sequential 　movement 　pattern．　An　of　these　results 　were 　successful 　in　validating 　the　CMI 　test．

　　It　was 　cons 蓋dered　that　utility 　of　the　 newly 　developed　test　 for　contronability 　of　motor 　imagery
might 　hold　sufficient　expectations ，　though　several 　further　empirical 　works 　were 　needed 　to　generalize
the　validity　of 　the　CMI 　test．

　　（Tamotsu　Nishida，　Atsurni　Katsube，
　Kimihiro　Inomata，　Yoshinori　 Okazawa ，

　Masanobu　 lto，　Satoshi
Koyama

，　Kiyoshi　Tsuruhara　and 　Yoji　Yoshizawa，
‘ ‘A 　new 　test　for　controllability 　of　motor 　imagery：

the　examination 　of 　its　validity 　and 　reliability
”
，　Jap．　J− P醜 Edue

， 31− 1 ：13− 22，
　June，

1986）

緒 書

　運動技能学習を促進 させ る練習方法の 1 つ に ，

イ メ
ージ ト レ

ー
ニ ン グがあげられる．その 効果は ，

様 々 な要因に よ っ て 規定 されて い るが ， 特に ， 学

習者が 運動課題 に つ い て い か に 鮮 明 な イ メ ージ が

描 ける か （明瞭性）， また，描い た イ メ ージを意図

した 方向に い か に 操作 ・変換で きる か （統御可能

性） とい っ た学習者の 能力 に か か わ る要因は ， 極

め て 重要 で ある と考え られ る．その 重要性は ， 高

跳 び技能を課題 と した Start　and 　Richardsoni3｝お

よび大筋活動を伴な う大型の 回転追跡課題を取 り

あげた Smithells　and 　Marksi2）などの 研究 に よ っ

てす で に指摘され て い る と こ ろ で ある が
， さらに

は
， 学習者の 描 い た イ メ

ージ がぼんや りとして 微

弱 で あ っ た り， 描 い た イ メ
ージ の 意図的操作や変

換 が困難 な楊合に は ， 学習課題の イ メ
ー

ジ化や リ

ハ ー
サ ル が 十分 に 行え な い とい っ た イ メ ージ ト

レ
ー

ニ ン グ実施上 の 根 本的理 由の存在 も考えられ

る．

　こ れ らの 要因の うち ， イ メ
ージ の 明瞭性 に 関す

る問題 と し て t 著者 ら
7）は すで に「運動イ メ ージ の

明瞭性 に 関す る因子分析的研究」 を発表 した ．本

研究で は
， 他方の 要因で あ る運動 に つ い て の イ

メ
ージ の統御可能性 を研究対象 と し ， それ を測定

す るテ ス トの 作成 を試み た ．そ の 際に 取 りあげ ら

れ る イ メ ージ は
， Paivios）な どが 主張す る「イ メ

ー

ジ」派の 立場を とる もの で あ る．その 理 由と し て

は，本研究で の 運動イ メ ージが
，
Richardsoni°1の

指摘す る準知覚的あ る い は準感 覚的な経験で ある

と考 えられ る こ と， 運動に つ い て の イ メ
ー

ジ が一

般的 に は絵画的なイ メ
ー

ジ として とらえ られや す

い こ と ， な どが考えられ る．従 っ て ， 本研究で は，

イ メ
ージ を 過去経験 （知覚的 ， 感覚的 ， 感情的経

験 な ど）に よ っ て ， 外界の 事物 の 知覚 と類同的 に

習得 ， 保持 された情報が ， 自己 の 記憶 を手がか り

とし て 意識 的な レ ベ ル で 想起あ る い は 再生 され た

もの で
， 絵画的な特性 を持つ もの と考 える．こ の

ようなイ メ ージの と らえ方は
， 先に述べ た著者 ら

の 運動 イ メ ージ の 明瞭性に 関す る研究 と共通 し て

い る． また，イ メ ージ の 統御可能性に つ い て は
，

RichardsonD）などに よれ ぽ ，
「記憶心像を 自発的 に
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操作する能力」 ある い は 「想起された イ メ ージを

操作する能力」 と され て い るが
， 明瞭な概念規定

は な され て い な い よ うに 思われ る．そ こ で ， 著者

らは
， 従来の イ メ

ージ研究 を概覧 した 結果，イ メ ー

ジを正確に 操作 ・変換 させ る こ と に重点を置 きな

が ら， 「描か れた運動 パ タ
ー

ソ の イ メ
ー

ジ を ， 指示

に 従 っ て 付加変換 ， 再構成する能力」 として運動

イ メ ージ の 統御可能性を 定義づ け る こ とに した．

従 っ て ， こ の 統御可能性 は，記憶の 保持，変換の

正確 性 と関連 し，また
， Shepard　and 　Metzleru｝

が提唱す る イ メ
ー

ジ の 回転 （mental 　 rotation ），

Kosslyn6）の イ メ
ージ ・ス キ ャ ニ ソ グ あ る い は イ

メ
ージ歩行 （mental 　walking ）な どとも密接 に 関

連 し て い る と考 えられ る．

　すで に Gordoni｝は ， 統御可能 性の 個人差を測定

す る た め に ， 質問紙法 に よる イ メ ージ テ ス トを 作

成 して い る．しか しなが ら，
こ の テ ス トは ， イ メ ー

ジの測定対 象を運動技能 と は 直接関係 し ない 一般

的な場面に 求め て お り，
し か もその 内容は客体の

視覚的イ メ ージ の み に 限定 され た もの で あっ た ．

一方 ， 運動技能の 向上や 習得の た め に行われ るイ

メ
ージ ト レ ー ニ ン グ は ， 運動技能に直接関連 した

イ メ
ージ の 強 化 を主 た る 目的 と し て い る こ とか

ら ， 視覚的イ メ ージ の み ならず運動に伴 っ て 生 じ

る筋感覚的で しか も自己の 主体的な イ メ
ージ が重

要 な要素 とな っ て い る と考 え られ る
14｝

．つ ま り ， 運

動の 特殊性 を考慮 した 運動技能に特有な イ メ ージ

テ ス トを用 い た 方が ， 運動技能 を課題 とした イ

メ
ージ トレ ー ニ ン グ の 効果を よ り明確に 把握 す る

こ とが で きる の で は な い か と考え られ る．従 っ て，

運動技能学習 に 及ぼすイ メ
ージ ト レ

ー
ニ ン グ の 効

果 を予測 す るとい う目的に 対 して は
， 客体の 視覚

的イ メ
ージ の み を取 りあげた 従来の 統御可能性 テ

ス トで は 不十分で あ り，
こ こ に 自己の 主体的なイ

メ
ージ や 筋感 覚的 イ メ

ージ を も伴 う運動イ メ
ー

ジ

を 対象 と し た 統御可能性 テ ス ト を新 た に 作成する

必要 性が指摘され る．また ，
こ の よ うなテ ス ト を

作成す る意義 として は
，   イ メ ージ ト レ ーニ ン グ

を実施す る うえ で の 学習者の 適性の 発見 ，   個人

差 に 応 じた イ メ
ージ ト レ

ー
ニ ン グ の 実施可能性

（適性 処遇 交 互作 用），  学習過程に 伴 う運 動 イ

メ
ー

ジ の 変容 の 把握 ，な どが考えられ る．

　と こ ろで ， 著者らは
，

こ れ ま で に 述べ て きた よ

うな観点 に 立 っ て ， 運動 イ メ ージ の 統御可能性 テ

ス ト作成の試み に着手 し ， その
一

部をすで に 公表

した
5［
．テ ス トの 詳細は後述する こ とに なる が

， そ

の 概要は
，

イ メ ージ の 中で 身体部位 を教 示に 従 っ

て指示 され た 方 向に 順 次変化 させ て い き （9 変

化）， 最終的 に構成 された ボ ーズ の イ メ
ージを 5 枚

の 写真の 中か ら選択 す る とい うもの で ある。そ の

結果 ，   正答率の範囲は 16％か ら61％で あ っ た ，

  内的整合性 は相対的に 低 い 傾向で あ っ た
，   教

示 に 客観性を 欠 く表現が一
部み られた ，な どが指

摘された ．そ こ で ， 次の 段階 として ，その 際に 問

題 とな っ た諸点を修正 した 9 問題か らなる新た な

テ ス トが作成 され ， 特に再 テ ス F法 （2 ヵ 月間隔）

に よ る信 頼性 の 検討に 重点をお い て 吟味 され た．

し か しなが ら ， テ ス ト得点 （9問題 の 総合点）の

信頼 性係数は ，必 ずし も満足がい くほ ど十分に高

い もの で は なか っ た （r ＝ 0．563）．また ，その 際に

得られたデ ータ の 範囲内で，テ ス ト得点 との 相 関

の 低い 問題を取 り除 い た り， 各問題の 困難度 （正

答率）や選択肢に応 じて 得点 に 重み づ け （weight ・

ing）を与えた り ， さらに は ，テ ス ト得点を 3段 階

お よ び 5段階に 区分す る こ とな どを順 次行 っ て 再

度信頼性係数を算出した が ，
い ず れの 方法 に お い

て も高 い 値は 得 られ なか っ た （r ＝ O．475〜O．523）．

そ こ で ， テ ス ト理論 に 依拠 し て ， テ ス ト期間中に

疲労や 飽きの こ ない 限界内で 問題数を多 くす る こ

と に よ っ て 信頼性 を高め る方法が と られ る こ とに

な っ た
2〕．また，そ うす る こ とに よ っ て テ ス ト得点

の範囲 を広げ，統御可能性の 個人差の 弁別力 を高

め る こ とが で きるの で は ない か と考え られた．

　 こ の よ うな数回 にわた る修正を経て ， 最終的に

は
，

テ ス トの 所要時間等を考慮に 入れ なが ら ，
1

問題に つ き 5 変化を要求され る 18問題が新たに運

動 イ メ ージ の 統御可能性テ ス トとして 作成 され る

こ と とな っ た ．

目 的

本研究の 目的は ， 以上の よ うな過程 を経 て 作成

された運動 イ メ ージ の 統御可能性テ ス トの 尺 度構
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成 お よびその 信頼性 ・妥当性を検討する こ とで あ

る．

調 　 査　 1

　 こ こ で は
， 統御可能性テ ス トの 尺度構成お よび

信頼性の 検討が 目的と された ．

　方　法

　 1。調査対象者

　対象者 は ，大学生男子142名 ， 女子 137名の 計279

名で ある．年齢範囲は
，
18歳か ら23歳まで で あ り，

平均年齢は 18．9歳で あ っ た。 こ の 中の 125名（男子

96名 ， 女子 29名）は ， 再 テ ス ト法 に よ る信頼性の

検討を 目的 と して ， 2 回に わた っ て テ ス トを うけ

た．

　2．テ ス トの 内容お よ び実施 手続 き

　テ ス トは，異な る 18の 問題で 構成されて お り，

それ ぞれの 問題 は さらに
， 身体部位を指示 された

方向に 変化 させ る 内容を含ん だ 6段 階の 言語 教示

か らな っ て い る．身体部位の 変化は
， 1教示 に つ

き 1変化 で ある。

　対象者は ， 問題 ご とに ，まず ， 閉眼下 で第 1 の

教示に よ っ て 指示 された 基本姿勢をイ メ
ー

ジ と し

て 描 くこ とか ら始ま り，その 後それぞれ の 教示 の

内容 にそ っ て 順次イ メ ージを付加 ， 変換 ， 再構成

A B C

F 　 （そ の 他 の 動 作）

G 　 （は っ き り しな い ）

H　 （途中でわか らなくな っ た ）

（ ）回 目

D　　　　　　　　　　　　　　　　　E

　l）足先を と じて 気をつ けの 姿勢を と りな さ い 　2）右足を前 に 50cm出 しな さ い 　3）
　上 体 を左 に 90度ね じ り な さ い 　4） 首 を右 に 90度 ね じりなさい 　5）右腕 を前に 90度あ

　げ な さ い 　6）左腕 を ま横に 90度あげ な さい ．

　　　　　　　　　 町 g．1　An 　examp 且e　of　the　CMI 　test．
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し
， 最終イ メ ージま で に 5変化 させ る こ とが求め

られた ．イ メ ージを変換 させ るた め に 設定 された

時間は
， それぞれ の 教示 に つ き約 5秒で あ り，

こ

れらの 教示は全て テ
ープ レ コ

ーダー
を通 して 提示

された．そ して ， 最終的 に構成 された イ メ ージ と

して の ポ
ーズ を ， 1枚 の 正 し い ボ ーズ と 4 枚の

誤 っ た ポ ーズ の 写真の 中か ら選択す る と い っ た再

認 法に よ っ て 評価が な された ． 4 枚の 誤 っ た ポ
ー

ズ は，頭 ， 腕，胴体，足の それぞれの 誤 りを，例

えば ， 頭 と腕 ， 腕 と足 とい っ た よ うに 2 ヵ所組 み

合 わせ て作成 された．また ， 最終の イ メ ージが 5

枚の 写真の い ずれ に も属さない 場 合に は 「その 他

の 動作」， 最終の イ メ ージ がぼ ん や り と して い て

は っ き りしない 場合に は 「は っ き り しな い 」， 途中

で イ メ
ージ が わか らな くな っ た場合 に は そ の 段階

で 中断 して 「途中でわ か らな くな っ た」 を選択す

る よ う求め られた．これ らの テ ス トの
一

部は ， Fig．

1 に 示 されて い る．イ メ ージ得点は，正反応に 対 し

て の み 1 点が与え られた．

　 なお ， イ メ
ージを変換 させ る際の 注意事項 と し

て ，  教示 に 応 じて 身体を実際に 動か さな い こ と，

  誰か がや っ て い る の を見て い る形 の イ メ ージ で

は な く， 指示 に 従 っ て 実際に 自分 が動作 して い る

イ メ ージを描 くこ と，   動作の 変化は イ メ ージ以

外の 方法 （言葉や そ の 他 の 記憶術 な ど）を利用 し

て 覚 えない こ と， な どが 口頭で 与 え られた ．また ，

教示 の 中に 出て くる 「前」 とは 胴体の 向 っ て い る

方向の こ と，「後ろ」とは 背中の 向い て い る方向の

こ とを さし，「上体」とは骨盤お よび それか ら上の

身体の全て をさすとい う説明が ， テ ス トを実施 す

る前に 調査者の 示範を伴 っ て な された．

　再 テ ス トは
， 同様 の 手順 に基づ い て 2 ヵ 月後に

実施 され た ．

　結果 と考察

　各問題の 正答率 ， 得点 の 分布状況 ， 分散の 偏 り，

教示の
一
義的解釈 ， テ ス トの 所要時間な どに つ い

て 慎重に 検討された結果 ， 最終的に は 15問題か ら

Table　1．　 Means，　Standard　deviations　and 　biserial

　 correlation 　coe 伍 cients 　of 　the　CMI　t〔rst．

No 。 Mean S．D rbis
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なる運 動イ メ ージの 統御可能性 テ ス ト （Control・

1ability　 of 　 Motor 　 Imagery　 Test．以下こ れを

CMI テ ス トとする）が作成され た ．

　CMI テ ス ト の 問題 ご と の 正答率お よび標準偏

差が ，Table　1に 示 されて い る．正 答率の 範囲は
，

47．3％か ら85．7％と比較的高い ．ま た ， 15問題の

得点 を合計 した CMI テ ス ト得 点の 平 均 は 10．33

で ，標準偏差は 3．08で あ っ た．従 っ て ， 本研究で

の CMI テ ス トは
， 比較的高 い 得 点分 布を示 す特

性が ある と考え られ る （Fig．2）。

　 テ ス トの 内的整合性を検討す る た め に
， 各問題

の 得点 と テ ス ト得点 との 双列相 関係 数が算出 され

た．それ ら は Table　1 に示 され て い る．い ずれ も

中程度の 正 の 相関が認め られ て お り，
テ ス ト内部

の 等質性 は あ る程度認め られて い る と考 え られ

る．

　信頼性 の 検討は，折半法 と再 テ ス ト法に よ っ て

な され た．その 結果，
Cronbach の α 係数は 0．731

を示 し，再 テ ス ト法の 信頼性係数は 0．728を得た 。

これ らの 値は ， CMI テ ス トが一
定水準の 信頼性を

有す るもの で ある こ とを示 して い る．

　以上の 結果 か ら総合的 に 判断 して
，
15問題か ら

な る CMI テ ス トの 尺度構成は ， ほ ぼ満足 され る

もの と考えられ る．

調 　 査 　 11

　調査 1 で尺 度構成さ れた CMI テ ス トの 妥当性

を ， 以下 の 3 つ の 観点 よ り検討す る の が調 査 IIの

目的で ある，

　1．CM 互テス トお よび Gordon テス トの 体操部

員 と
一般学生 と の 比較

　方　法

　（1）調査 対象者 二体育学部 の 体操競技部 お よ び

新体操部 に 所属 す る男子34名 ， 女子 46名 と，他の

学部 に所属 す る
一般学生 男子 44名 ， 女子39名の 計

163名 （年齢 18− 21歳）が対象とされた．

　（2）イ メ
ージ テ ス トの 内容 と実 施 手続 き ：

CMI テ ス トは
， 調査 1 と同様の 手順に 基づ い て 実

施 された．
一

方，Gordon の 統御可能性 テ ス トは，

12の 質問項 目か ら構 成 されて お り， 最初 に 描い た

イ メ ージ を 順 次 変 化 さ せ て い く も の で あ る

（Table　2参照）．イ メ
ー

ジを変化させ る ごとに ，

「は い 」， 「い い え」，
「は っ き りしない 」の 3 段階の

い ずれ か に反応 し ，
「は い 」の 反応 に 対 して の み 1

点が与え られた ．なお ， 両 テ ス トとも教示お よび

質問項 目 は
， 全て テ ープ レ コ ーダ

ー
を通 し て 与え

られた．

　結　果

　CMI テ ス トの平均 お よび標 準偏差を，対象別

（体操部員 ・一般学生）， 性 別 （男 ・ 女） に示 した

Tab點e　2，　 Gordon　teSt　of　visual 　imagery

　 control ．

1．あなた は，家の 前の 遭路に あ る 車を 見 る こ とが で きま

　 す か

　 　 　 　 　 　 　 「は い 」 「い い え」 厂は っ き りし な い 」

2．あな た は ，そ の 色 を見 る こ とが で きま すか

　 　 　 　 　 　 　 「は い 」「い い え」 「は っ き りしな い 」

3．さて ，あな た は，その 車 を別 な色 に す る こ とがで きま

　 すか

　 　 　 　 　 　 　 「は い 」 「い い え」 「は っ き り し な い 」

12。あ なた は，そ の 車がす っ か り古 くな り分解 され て ，車

　 捨て 場 に捨 て られて い るの を見 る こ とがで きますか

　 　 　 　 　 　 　 「は い 」 「い い え 」「は っ き り しない 」

Table　3．　 Means 　and 　standard 　deviations　 of 　the

　CMI　teSt　for　each 　group ，

GymnaStic
　Group

Non ・Gymnastic
　 Group

　 　 　 　 N

Male　　 M
　 　 　 SD

　 　 　 　 N

Female 　 M

　 　 　 S．D

3410

．323
．32468

．703
，13

448

．343
．71398

，132
，73

Table　4．　 Means　and 　Sしandard 　deviations　of 　the

　Gordon　test　for　each 　group，

Gy   astic

　Group
Non ・Gymnastic
　 Group

Male

Female

NM

鋤

NM

皿

9．092
．99468

．702
，82

448

．162
．79399

．282
，90
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の が Table　3 で ある．それ らの 要因 に つ い て の 二

要因分散分析を行 っ た 結果 ， 対象に つ い て の 主効

果の み 有意で あ り（F 、．、5g ＝ 5．07，　p 〈 ．05），性 の 主

効果お よ び 両要因間 の 交互 作用 は有 意 に 達 しな

か っ た ．こ の こ と は
， 体操部員の CMI テ ス ト得点

は
， 男女 とも一般学生 よ りも有意に 高か っ た こ と

を示唆して い る．

　 Table　4 に は
，
　 Gordonテ ス トの 平均お よ び標

準偏差が示 され て い る．二 要因分散分析の 結果 ，

対 象 ・ 性 の主効果お よび両要因間の 交互作用は い

ずれ も5％水準で 有意で は なか っ た ．つ ま り，Gor・

don テ ス トに 関 して は
， 体操部員 と

一
般学生 と の

間 に 男女 とも有意な差が認め られ な か っ た と考え

られ る．

　 2．CMI テ ス トと Gerdon テ ス トとの 関連性

　 方　法

　調査対象者は ， 大学生男子78名 ， 女子85名の 計

163名で ある（先の 調査 II− 1 と同一）．また，　 CMI

テ ス トお よび Gordon テ ス ト は，先述 した 手順 に

基づ い て実施 され た ，

　 結　果

　両テ ス ト間の 積率相関係数を求め た と こ ろ ， 男

子 で 0．281 （p〈、Ol）， 女 子 でO．153， 全 体 で は

0．210 （p＜．01）とな り，い ずれ も低 い が正 の 相関

関係が認 め られた．

　3． 動 作系 列 学習 に 及 ぼ す Cm テ ス ト得点 の

影響

　方　法

　 （1）被験者 ：男子大学生96名 （年齢 18− 22歳）

に CMI テ ス トを実施 し ， 得点 の上 ・ 下位そ れぞれ

20％の 者が選択された ．従 っ て ， 被験者は
，
CMI

テ ス F の 高得点者 （H 群）17名， 低得 点者 （L 群）

16名の 計33名で あ る．なお
， 両群の CMI テ ス トの

平均お よ び標準偏差は ，それ ぞれ H 群 で 14．53，

O．51で あ り， L 群は 6．69， 2．41で あ っ た．

　（2）学習課題お よび 実験 手続 き ：猪 俣 ら
4）の 用

い た 7 つ の 部分よ りな る動作系列の 学習が課題 と

された （Fig．3）．被験者は
， あらか じめ収録 され

た 対面位置 の 1系列の モ デル 動作を，被験者の 前

面約2m ， 高さ床上 1m の 位置に 設定 された テ レ ビ

（20イ ン チ ）を通 し て 座位姿勢で 身体 を動 か さな い

璽　　　　　 2 3　　　　　　 4

煮管擁
5 6

其覗
7

齢
Fig．3　Response　 components 　 of　 the　 sequential

movement 　pattem ．

よ うに して 観察 し，
モ デ ル 提示 10秒 後に それ らの

動作を実際の 動きを伴 っ て 正 し く再生する こ とが

求め られ た ． モ デル 動作は，本学習課題を完全 に

習 得 した 示 範 者 の 遂行 動作 を ， 対面 位 置 か ら

VTR に 記録 した もの である．動作再生は ，
モ デ ル

動作 と同一の 約 2秒に 1動作の テ ン ポ で 行わ れ，

実験者の 口 頭 に よ る合図で 統制 され た．正 し い 動

作がで きな か っ た場合，完全 に 1動作遅 れた場合，

動作系列を誤 っ た場合な どは失敗 とみ な された ．

前試行の モ デ ル 提示開始か ら 1 分後 に 再び 次の 試

行の モ デ ル 提示 が行われ ， 前試行と同じ条件で 動

作を再生する こ とが求め られた． こ の 手続 きは
，

7動作 （1系列）が完全に 1回だ け再 生で きる ま

で 繰 り返し行わ れ た ．な お ， こ れ ら の プ ロ セ ス に

お い て
， 実験者か ら の 結果 の 知識 は 与え られ な

か っ た ．また ， 7 動作の 完全再生 ま で に 要 した モ

デ ル の 提示 回 数が得点と し て 記録 され た．

　結　果

　Table　5 は ， 両群の 7動作の完全再生に 要 した

モ デ ル 提示回数の 平均 お よび標準偏差 を示 して い

る．t検定の 結果 ， 両群の 平均 値間に は 1％水準 で

有意差が認め られ ，H 群が L 群よ りも少なか っ た

kble 　5．　 Means 　 and 　standard 　deviations　of 　num ・

ber　of 　mOdel 　dernonstration　for　High　and 　Low

　 9「oup ＆

Group N Mean S．D

HighLow 7511 11．2420
．94

2230

り
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（tSl＝ 3．42）．

考

1．CM1 テス トの 信頼性

察
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　テ ス トの 信頼性を検討す る場 合，
一

般的に は ，

折半法 に よ る内部
一

貫性 と再 テ ス ト法 に よ る安定

性 （恒 常性） を取 りあげ る 2 つ の 立場 が あ る
3》，

CMI テ ス ト の 折 半法 に よ る Cronbachの α 係数

は O．731を示 し ， また ， 再テ ス ト法 （2 ヵ 月間隔）

の 信頼性係数は 0．728を得た ．これ らの 値は 必ず し

も十分に高 い とは い えない が ，
こ の 種の テ ス トの

信頼性 とし て は ほぼ満た されて い るもの と考え ら

れる。

　 2．CMI テ ス トの 妥当性

　 テ ス トの 妥当性 は ，

一般的に ， 次 の 3 つ に 大 き

く分けて 考 える こ とがで きる
3）
．す なわ ち，  内容

的妥 当性 ，   基準関連妥当性 ，   構成概念妥当性

であ る．こ こ で は，こ れ ら 3 つ の 立場か ら CMI テ

ス トの 妥当性に つ い て 考察 し て み る こ とに する．

　 （1）内容的妥当性

　 テ ス ト内容が，その テ ス トに よ っ て測定 され る

と仮定 され る領域 （概念内容） を どの 程度適切 に

代表 して い る の か を表わ す概念 とし て ，内容的妥

当性 が考え られ て い る．すで に 著者 らは， イ メ
ー

ジを操作 ・ 変換する際の 正確性を考慮 した うえで ，

「描 か れた 運動 パ タ
ー

ン の イ メ
ージ を指示 に 従 っ

て付加，変換 ， 再構成す る能力」と して運動イ メ
ー

ジ の 統御可能性を定義づ けた．従 っ て ， 内容的妥

当性 が高 くなるた め に は
，

こ の 概念に 依拠 し た 内

容で CMI テ ス トが構成 され なけれ ぽな らな い ．

本 テ ス トの 作成過程にお い て は ，まず ， 描か れ る

イ メ ージ の 対象が運動に つ い て の イ メ ージ で あ

り，特に ， 自己が運動を主体的に 遂行 して い る形

の イ メ ージが取 りあげられて い る．また ，
「指示に

従 っ て 」 イ メ
ージを変換 させ て い く形式で テ ス ト

が 作成 され て い る．さ らに ， 反応様式 は，Gordon

テ ス トの よ うな内観 に基 づ く自己評価で は な く，

再 認法が と られて い る．こ れは
， 前者の 方法で は

評価の 客観性に 欠 ける とい う問題を 残し て い る の

tc対し て ， 再認法で は イ メ ージを操作 ・変換す る

際の 正確性 も加味され て い るもの と考えられる．

こ の よ うに ， CMI テ ス トで 対 象 とされ るイ メ ージ

の内容 ， テ ス トの 形式 ， 評価方法 な どか ら判断 し

て ， 本テ ス トの内容的妥当性 は ほ ぼ満た されて い

るもの と考え られ る．

　（2）基準関連妥当性

　 こ の 妥当性は ， テ ス ト得点が他の 基準測度 （外

部基準） とどの 程度関連 し て い る の か を表わす概

念で ある．本研究 で は
， 基準測度 として 動作系列

の 学習が取 りあげ られ た．そ して ， CMI テ ス トが

動作系列の 学習を い か に 予測 し うる か が検討され

た． こ の 学習に は ， 対面位置か ら収録された モ デ

ル 動作 を系列に 従 っ て イ メ ージ の 中で 反転 （180
°
）

し て 記憶 し，再生する こ とが要求 され て お り， こ

の 能力 は ，運動 イ メ ージ の 統御 可能性 と密接に 関

連し て い る と考 え られ る．従 っ て ， CMI テ ス ト得

点の 高い 者 は ， よ り少な い モ デ ル 提示回 数で 7つ

の 動作系列を学習する で あろ うとい う仮説が設定

され る．実験の 結果 ， H 群 の 平均 モ デ ル 提示 回数

は ，L 群の それ と比較 して有意に少な く仮説が検

証された．以上の こ とか ら，CMI テ ス トは ， 動作

系列の 学習に対 して高 い 基準関連妥当性を持つ も

の で ある と考え られ る．

　 （3）構成概念妥当性

　先に規定された運動イ メ ージ の 統御可能性 と い

う構成概念を ， CMI テ ス トが どれだ け実際に 測定

し得て い る の か が こ の妥 当性 に関連 して い る． こ

れに関 して ， 本研究で は 2 つ の 観点か ら検討が加

えられた．まず第 1 に
， 体操部 員と

一
般学生 と の

イ メ
ージ 得点の 比較 で あ る．CMI テ ス トが運動 イ

メ
ージ の 統御 可能 性 を測 定 し て い る とす る な ら

ば ， 日常 的に体操の 練習 を行 い ，相対的 に 運動 イ

メ ージ の 統御可能性 が高い と仮定され る体操部 員

は
，

一般学生 と比較 し て 高い CMI テ ス ト得点を

示すで あろ う．分析の 結 果 ， Gordonテ ス トに お い

て は 両 者間 に 有意な差が認め られ なか っ た が ，

CMI テ ス ト で は 体操部 員が一
般学生 よ りも有意

に高 い 得点を示 した。 こ の こ と は
， 体操部員は 一

般的 に 運動イ メ
ージ の 統御可能性が 高 い とい う大

前提 がある もの の ， CMI テ ス トで測定 された 内容

が運動 イ メ
ー

ジ の 統御可能性で ある こ とを示唆 し

て い るもの と解釈 され る．また ， Gordonテ ス トに
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お い て は 両者間に 有意な得点差が 認め られなか っ

た 事実 とを考 えあわ せ る と，CMI テ ス トは 体操部

員 と
一

般学生 とを イ メ
ー

ジ の うえで 弁別する力に

優れ て い る と考 え られ よ う．

　次 に ， CMI テ ス ト と Gordon テ ス ト との 関連性

に つ い て で あるが
， 両者間 に は 低 い が正の 相関関

係が認め られた．こ の 結果は ， CMI テ ス トに よ っ

て 測定 される で あろ うと期待され る構成概念は，

イ メ
ージ の 測定対象を一般的 な場面 に 求め ， しか

もその 内容が客体の 視覚的イ メ
ージ に限 られて い

た Gordon テ ス ト の 構成概念 と ある 程度共通 し た

部分を示 しなが らも，

一方で はむ しろそれ とは 異

な っ た運動に直接関連 した イ メ ージを その 内容 と

して い るこ とを示唆 して い る と解釈される．従 っ

て，現段階に お け る これ ら 2点 に関 して の 構成概

念妥 当性 は
， ある程度満た され うる もの で ある と

考 え られ る．

　以上 の よ うに
，
CMI テ ス トの 信頼性 お よ び妥当

性を検討 し た とこ ろ，お お むね満足 し うる結果が

得 られた ．こ の こ とは ，本研 究で 開発 された CMI

テ ス トが ， 運動イ メ ージの統御可能性 の 個人差を

評価 し うる有効な手段の 1つ で ある こ とを示唆す

る もの で あ り ， テ ス トの 実用化は十分に 期待で き

る もの と考え られ る．

　 しか しな が ら ， また
一方 で は ， い くつ か の 問題

点や制 約が 考 えられ る．その 1 つ は ， CMI テ ス ト

の 得点化の 問題で あ る．本研究で 採用 され た 方法

は
， 各問題の 正答に 対し て の み 1 点が与え られ る

い わゆ る 「0 − 1」 型の 得点化で ある．すなわ ち ，

5 変化の うち 最初の 段階で操作 ・変換で きなか っ

た 場合 と，
5変化 させ る こ とは で きた が最後の 再

認 の 段階で 誤 ま っ た場合 と で は
， イ メ ージ を描 く

能力 の うえで 差異が認め られ る に もか かわ らず ，

得点は 同じ 0点で あ る．運動 イ メ
ージ の 統御可能

性は ， 本来連続量 と して示 される ぺ き性質の もの

で は な い か と思わ れ る．統御可能性の 個人差の 弁

別 力を高め るよ うな得点化は
， 今後に 残 された 課

題 と考えられ る，また ， その よ うな手順を とれ ば
，

CMI テ ス トの 信頼性 ・ 妥当性は さらに 高まる こ と

が期待 され る で あろ う．

　第 2 に ， テ ス トの 妥当性の
一

般化があげられ る．

本研究で は ，CMI テ ス トの 妥当性を 3 つ の 観点か

ら検討 した が， こ れ らは い ずれ も基礎的な もの で

あ り，妥当性 の 必要条件を検討 した もの に すぎな

い と考 えられ る．例 えば ， 基準関連妥当性 に お い

て は
，
CMI テ ス トは運動技能学 習に 及ぼすイ メ ー

ジ ト レ
ー ニ ン グ の 効果を どれ だ け予測で きる の

か ， CMI テ ス トと眼球運動や GSR な どの 生理 的

指標 との 間 に は どの よ うな関係が存在する の か ，

CMI テ ス トは 大学生以外に も適用 可能なの か
， な

どの 検討が今後必要で ある，本研究で 開発され た

CMI テ ス ト は
，

一
応試作 に 成功 した とは み られ な

が ら も， そ うい う意味に お い て の 実用化に 向け て

の 基礎的検討お よび資料の 蓄積は，今後に 残され

た課題で ある と言 える．

要 約

　本研究の 目的は
， 運動イ メ ージ の 統 御可能性を

測定する テ ス トを作成 し
，

テ ス トの 信頼性お よ び

妥 当性 を検討す る こ とで あ る．

　運動イメ ージ の 統御 可能性 テ ス トは ，イ メ ージ

の 中で 身体部位を教示 に従 っ て指示 された方向に

順次変化 させ て い き（5変化）， 最終的に 構成され

た ポ ーズ の イ メ ージを再認法で 評価す る とい うも

の で ある．

　予備的段 階を経 て尺 度構成 された 15問題 か らな

る こ の テ ス トに 対 し て ，まず ，信頼性 の 検討 が加

え られた．折 半 法 に よ る Cronbach の α 係 数 は

O．731を示 し ， また ， 再 テ ス ト法 （2 ヵ 月間隔）の

信頼性係数は 0．728を得た．次 に ，
テ ス トの 妥 当性

が 3 つ の 観点 よ り検討 された ．それ らは，  体操

部 員 と一般学 生 の テ ス ト得 点 の 比 較，  Gordon

テ ス ト と の 関連性 ，   動作系 列の 学習 に 及 ぼす影

響 ，
で あ る．それぞれ の 結果は

，
い ずれ もテ ス ト

の 妥当性 を検証す る方向の 値を示 した ．そ して ，

テ ス トの 得点化 の 問題 や妥当性の
一

般化が今後に

残 された 課題で あ る とされた もの の ，本研究で 開

発 された 運動イ メ
ー

ジ の 統御可能性テ ス Fの 実用

化は
， 十 分に 期待で きるもの と推察された ．

　本 研究 は ，昭和 55年度文部省科学研究費 〔総合研究

A 〕「運動技能学 習 に 及ぼす イ メ ージ ト レ ーニ ン グ の 効
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果 」 の 補助を得 て 行わ れ た もの で あ る．ま た
， そ の

一

部 は ， 日本体育学会第32回大 会 （1981） で 口 頭発表 さ

れ た．
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